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ICCS公開研究会

お問い合わせ先： ：

愛知大学国際中国学研究センター(ICCS)

TEL:052-564-6120   Email:Iccs-jimu@ml.aichi-u.ac.jp

13:15 ～16:30
(受付:12:50～13:15)

愛知大学名古屋キャンパス
本館（研究棟）20階
M2001・2002会議室

水

特別講演者 内田 慶市
関西大学名誉教授、同東西学術研究所研究員、日本中国語検定協会理

事長。専門分野は中国語学、関西大学より博士（文学）、博士（文化交渉学）

を取得。東アジア文化交渉学会会長、ハーバード大学客員研究員、北京外

国語大学客員教授、山東大学漢学センター特聘教授などを歴任。

主著に、『近代における東西言語文化接触の研究』（関西大学出版部、2001

年） 、『文化交渉学と言語接触：中国言語学における周縁からのアプローチ』

（関西大学出版部、2010年）、『文化の翻訳としての聖像画の変容：ヨーロッパ

－中国－長崎』（編著、遊文社、2021年）など多数。

定員５０名(定員になり次第受付終了)

申込締切：9月30日（火）まで

申込方法：ＩＣＣＳホームページから
URL: https://iccs.aichi-u.ac.jp/event/entry-5054.html

主催：愛知大学国際中国学研究センター（ICCS）

共催：愛知大学現代中国学会

プログラム（使用言語：日本語）

開会の辞 ：李 春利(愛知大学国際中国学研究センター所長)

特別講演 ：内田 慶市（関西大学名誉教授・日本中国語検定協会理事長）

「近代における東西言語文化接触の研究」

研究報告1 ：楊 一鳴（愛知大学ICCS研究員）

「近代西洋人の漢字知識―蓄積と発展」
休憩

研究報告2 ：劉 罡（愛知大学ICCS研究員）

「戦後日本における引揚をめぐる記憶の構築と継承―引
揚関連記念館の展示分析を中心に」

総合討論

モデレーター

塩山 正純（愛知大学国際コミュニケーション学部長・愛知大学孔子学院長）

コメンテーター
内田 慶市（関西大学名誉教授)

張 勤 （中京大学グローバル教育センター長・日本中国語検定協会副理事長)

李 暁東（愛知大学現代中国学部教授）

13:15

13:25

14:15

14:45

15:00

15:30

司 会 ：田村 和彦(愛知大学現代中国学部教授、ICCS運営委員)
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